










要約:同一病院で 1948-1990 年に出産した児(131,996 例)を対象に、生後 1週間以内に発見

された外表奇形を調べた。奇形発生率は 1.07%、このうち 0.90%は単一奇形、0.17%は重複

奇形であった。単胎児の奇形発生率 1.07%に対し、ふたごの奇形発生率は 1.20%であった。

男子(1.15%)の方が女子(0.97%)より有意に高い奇形発生率が得られた。母年齢と奇形発生

率の関係をみると、無脳症、口唇口蓋裂、合趾症、ダウン症候群の発生率は母年齢が 35

歳以上で高い。それ以外の奇形発生率は母年齢と無関係であった。次に、奇形発生率と出

産順位との関係をみると、無脳症、口唇口蓋裂、ダウン症候群の発生率は出産順位が第 4

位以上で高い値が得られた。出産順位別の全奇形発生率は第 2位で一番低い値を示し、そ

れ以降は出産順位と共に上昇した。 


